
※表示単位未満を四捨五入しており、積み上げが合計と一致しない場合があります。

令和５年度令和５年度 当初予算当初予算

国民健康保険事業 296億9,407万円
後期高齢者医療 44億831万円
介護保険 333億8,492万円
母子父子寡婦福祉資金貸付金 １億3,243万円
土地区画整理事業 13億8,590万円
卸売市場事業 ４億6,498万円
競輪事業 265億9,276万円
温泉給湯事業 ２億186万円
財産区（６財産区） 4,384万円

水道事業 182億2,960万円
工業用水道事業 ３億100万円
病院事業 276億905万円
下水道事業 190億8,075万円
地域汚水処理事業 １億7,587万円
農業集落排水事業 ４億8,474万円

企業会計　658億8,100万円企業会計　658億8,100万円特別会計　963億907万円特別会計　963億907万円

一般会計　1,467億6,731万円一般会計　1,467億6,731万円

総額　3,089億5,738万円総額　3,089億5,738万円

（前年度比2.2％減）（前年度比2.2％減） （前年度比0.9％減）（前年度比0.9％減）

（前年度比2.5％増）（前年度比2.5％増）

（前年度比0.3％増）（前年度比0.3％増）
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令和５年度当初予算

　本年度の当初予算は、新たに策定した「いわき版『骨太の方針』」の下、中長期的な課題に対し、
全ての分野においてベースとなる「人づくり」を進め、若者から高齢者まであらゆる世代がいわき
に魅力を感じ、いわきを誇りに思うまちを「人づくり」で実現するため、行政資源を課題の解決と
未来への投資に再配分することを基本に編成しました。
　また、構造改革の取り組みを進め、持続可能な行財政運営を構築します。
　これらにより、ふるさといわきを、未来に向かって共に挑戦し、躍動する「人づくり日本一」の
まちにしていきます。

 のまちを目指して のまちを目指して人づくり日本一人づくり日本一
○お問い合わせ　財政課財政経営係　☎22－7420○お問い合わせ　財政課財政経営係　☎22－7420

特
集
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集
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用語説明用語説明
■市税　市民や法人の皆さんが市に納めるお金
■国庫支出金　特定の目的のために国から交付されるお金
■地方交付税　一定水準の行政サービスを提供するため、国
　から交付されるお金
■市債　道路や学校の整備などを行うために借りるお金
■県支出金　特定の目的のために県から交付されるお金
■地方消費税交付金　県税である地方消費税のうち、市に交
　付されるお金
■繰入金　各種基金などから繰り入れるお金
■諸収入　市の預金利子や貸付金の元金収入など、他の歳入
　には含まれないお金
■使用料・手数料　市の施設利用時や証明書類の発行時に利
　用者から受け取るお金    

■民生費　高齢者・障がい者・児童などの福祉、保育所の運営
　などに使われるお金
■衛生費　各種検診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
■土木費　道路・住宅・公園の整備などに使われるお金
■教育費　学校教育や文化・スポーツ振興などに使われるお金
■総務費　市税、戸籍、選挙関係，その他一般的な管理事務に
　使われるお金
■公債費　借入金（市債）の返済に使われるお金
■農林水産業費　農林水産業の振興などに使われるお金
■消防費　消防・水防・災害対策などに使われるお金
■商工費　商工業や観光の振興などに使われるお金

歳
　
　入

歳
　
　入

歳
　
　出

歳
　
　出

令和５年度当初予算

一般会計一般会計
市税
521億5,858万円
（35.5％）

市税
521億5,858万円
（35.5％）

市債
105億2,272万円
（7.2％）

市債
105億2,272万円
（7.2％） 国庫支出金

265億3,934万円
（18.1％）

国庫支出金
265億3,934万円
（18.1％）

繰入金
86億3,282万円
（5.9％）

繰入金
86億3,282万円
（5.9％）

諸収入
49億6,745万円
（3.4％）

諸収入
49億6,745万円
（3.4％）

地方交付税
162億2,002万円
（11.1％）

地方交付税
162億2,002万円
（11.1％）

地方消費税交付金
91億1,895万円
（6.2％）

地方消費税交付金
91億1,895万円
（6.2％）

県支出金
104億8,282万円
（7.1％）

県支出金
104億8,282万円
（7.1％）

使用料・手数料
24億8,577万円
（1.7％）

使用料・手数料
24億8,577万円
（1.7％）

その他
56億3,885万円
（3.8％）

その他
56億3,885万円
（3.8％）

総額
1,467億　
6,731万円

歳入

民生費
544億6,086万円
（37.1％）

民生費
544億6,086万円
（37.1％）

衛生費
188億7,745万円
（12.9％）

衛生費
188億7,745万円
（12.9％）

消防費
53億1,727万円
（3.6％）

消防費
53億1,727万円
（3.6％）

土木費
176億9,940万円
（12.1％）

土木費
176億9,940万円
（12.1％）

公債費
121億7,862万円
（8.3％）

公債費
121億7,862万円
（8.3％）

総務費
133億1,954万円
（9.1％）

総務費
133億1,954万円
（9.1％）

教育費
135億7,057万円
（9.2％）

教育費
135億7,057万円
（9.2％）

農林水産業費
60億2,767万円
（4.1％）

農林水産業費
60億2,767万円
（4.1％）

商工費
38億8,982万円
（2.7％）

商工費
38億8,982万円
（2.7％）

その他
14億2,611万円
（1.0％）

その他
14億2,611万円
（1.0％）

総額
1,467億　
6,731万円

歳出
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■学校給食費第３子以降支援事業
9,068万５千円

　市内公立小・中学校に通う第３子以降の給食
　費を無償化
■未来を拓く「いわきの学び」推進事業　

3,290万１千円
　学校ごとの課題や特徴を把握し、学力向上ア
　ドバイザーによる指導・助言を実施
■支援員設置事業　　　　 ２億4,499万６千円
　特別支援学級に配置する支援員の数を増員す
　るほか、医療的ケア児支援員を配置
■出産・子育て応援金　　 １億9,037万９千円
　妊娠期から継続した伴走型相談支援の充実や
　経済的支援を実施

■ヤングケアラー支援体制強化事業　
787万１千円

　支援コーディネーターを配置するほか、訪問
　家事支援が必要な世帯にヘルパーを派遣
■子ども食堂等運営支援事業　　　　 150万円
　新規開設や安定運営を図るため、相談支援や
　運営指導などを実施
■ＵＩＪターン支援事業　　　 2,554万４千円
　一定の要件の下で東京圏から本市へ移住し、
　起業・就業した方へ支援金を支給
■ゼロカーボン・人づくり推進事業　

228万３千円
　脱炭素社会の実現に向け、将来世代を対象と
　した環境教育などを推進

■防災対策推進費　　　　 　　3,492万９千円
　避難情報自動電話発信システムを整備し、災
　害情報などの伝達手段を強化
■自主防災組織強化支援事業　 　826万６千円
　地域の防災リーダーを育成するとともに、登
　録防災士によるワークショップなどを実施
■いわき地域医療学校事業　 　　969万１千円
　小学生から研修医までの段階に応じた医療や
　介護に関する教育プログラムを実施
■大学医学部寄附講座開設事業　

２億6,785万６千円
　大学医学部などに寄附講座を開設し、不足す
　る診療科の医師を招聘

■健康経営推進ヘルスケアサポート事業　
677万円

　ＩＣＴなどを活用したヘルスケアプログラム
　を実施し、企業の健康経営を推進
■若年がん患者在宅療養支援事業 234万２千円
　患者と家族の負担軽減のため、在宅療養に係
　るサービス利用料の一部を助成
■小さな拠点形成支援事業　　　　　 500万円
　生活サービス機能などを集積した拠点づくり
　へ助成を行い、中山間地域の暮らしを支援
■町内会等運営サポート事業　　 247万３千円
　町内会などのデジタル化を推進するほか、課
　題解決に向けた取り組みを支援

次世代を育てる

命・暮らしを守る

令和５年度当初予算　市の主な取り組み

ひら

しょうへい

令和５年度当初予算
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■公共施設等の集中的な維持保全　
３億5,709万７千円

　老朽化が進む公共施設やインフラなどの維持
　保全を本年度からの３年間で集中的に実施
■人材マネジメントシステム整備事業　

1,551万１千円
　最適な人事配置などに役立つ人材マネジメン
　トシステムを導入
■新たなチカラ採用事業　　　　　572万５千円
　職員採用試験にＳＰＩ試験を導入し、全国で
　受験可能な環境を整備

■デジタル技術を活用した自動応答システム構
　築事業　　　　　　　　　　　 569万８千円
　24時間・365日対応可能な自動応答システム
　を導入
■市職員資格取得支援事業　　　　　 100万円
　職員の自己啓発を奨励し、職務遂行に有用な
　資格などの取得者へ費用の一部を助成
■みんなの市役所デジタル変革事業　

３億1,787万３千円
　庁内のデジタル変革を推進し、市民の利便性
　の向上と業務効率化を促進

■事業再構築促進補助金　　 　6,604万９千円
　新分野展開などの事業再構築に取り組む企業
　へ経費の一部を補助
■生産性向上・ダイバーシティ推進事業　

1,314万４千円
　ジョブ型雇用・ＡＩ人事の導入を支援、障が
　い者の超短時間雇用モデルの導入を促進
■豊かな森づくり担い手確保育成支援事業　

4,013万４千円
　スマート林業などの導入や担い手確保・育成
　への費用の一部を補助
■いわき産農産物等魅力アップ事業（魅せる課
　事業）　　　　　　　　　　　3,605万８千円
　本市農産物等のさらなる魅力を発掘・発信す
　るための各種プロモーションなどを実施

■いわきが生んだ著名芸術家による人づくり推
　進事業　　　　　　　　　　　　　 620万円
　本市出身の芸術家の協力を得ながら文化芸術
　のまちづくりを推進
■市街地再生整備推進事業　 ２億912万９千円
　常磐地区などで、まちづくりの視点から公共
　施設の再編や基盤整備などを推進
■みんなで創る地域交通支援事業　

1,437万５千円
　中山間地域の公共交通不便地域などにおける
　地域公共交通システムの補助や地域のニーズ
　に即した地域公共交通の検討・導入を支援
■まち・未来創造支援事業　　 4,778万２千円
　市民活動団体によるまちづくり活動などに要
　する経費の一部を助成

構造改革関連事業

まちの魅力を高める

※詳しくは、市ホームページで確認してください。

撮影：掘田正矩

令和５年度当初予算


